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出 版 業 

  

出 版 物 の 販 売 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や 携 帯 電 話 の 普 及 に

加 え 、 新 古 書 店 や マ ン ガ 喫 茶 等 の 二 次 流 通 市 場 が 拡 大

し て き た こ と か ら 、 平 成 ９ 年 以 降 、 減 少 基 調 に あ る 。 

 府 内 出 版 業 界 で は 、 書 籍 販 売 は 、 ほ ぼ 横 ば い で 推 移

し て お り 、 雑 誌 で は 、 経 済 全 般 の 景 気 回 復 の 影 響 を 受

け て 、 販 売 ・ 広 告 収 入 が 堅 調 で あ る 。  

 関 西 の 歴 史 と 文 化 と い う 資 産 を 活 か し た 出 版 活 動

に 取 り 組 む な ど の 動 き が み ら れ る が 、 今 後 と も 経 済 環

境 変 化 へ の 適 応 と と も に 、 立 地 特 性 を 踏 ま え た 事 業 展

開 が 必 要 で あ る 。  

事 業 概 要  

 出 版 と は 、 文 書 、 絵 画 、 写 真 、 デ ザ イ ン な ど の 著 作

物 を 、 印 刷 ・ 製 本 工 程 を 経 て 書 籍 や 雑 誌 な ど の 形 態 に

ま と め 、 販 売 機 構 そ の 他 の 方 法 に よ っ て 多 数 の 読 者 に

頒 布 す る こ と を 意 味 し 、 出 版 を 営 利 目 的 で 継 続 し て 行

う こ と を 出 版 業 と い う 。  

主 な 出 版 物 は 、 書 籍 と 雑 誌 で あ る が 、 カ レ ン ダ ー 、

暦 、 教 育 紙 芝 居 、 地 図 、 テ ス ト 用 紙 、 パ ン フ レ ッ ト な

ど も 出 版 物 に 含 ま れ る 。  

業 界 の 特 徴  

出 版 の 企 画・編 集 は 、通 常 、出 版 社 内 で 行 わ れ る が 、

編 集 プ ロ ダ ク シ ョ ン に 外 注 す る こ と も 少 な く な い 。  

 出 版 物 の 主 な 流 通 経 路 は 、 取 次 店 を 経 由 し て 書 店 に

配 本 さ れ る ル ー ト で あ る が 、 近 年 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス

ト ア に 配 本 さ れ る ル ー ト の 割 合 が 高 ま っ て い る 。  

出 版 物 の 販 売 方 法 は 、 委 託 扱 い と 受 注 扱 い に 分 け ら

れ 、 委 託 扱 い が 多 い 。 委 託 扱 い と は 、 出 版 社 、 取 次 店

か ら 書 店 に 販 売 を 依 頼 す る も の で 一 定 期 間 内 で あ れ ば
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返 品 を 受 け る と い う も の で あ る 。 支 払 い は 、 後 日 清 算

す る が 、 そ の 間 に 一 定 の 割 合 で 出 版 社 に 対 し て 仮 払 い

さ れ る 。  

出 版 ニ ュ ー ス 社 の 調 査 か ら 従 業 員 規 模 別 分 布 を み る

と 、 従 業 員 数 1 0 名 以 下 の 出 版 社 が 全 体 の 5 2 . 0 ％ と 過

半 数 を 占 め て お り 、 小 規 模 な 出 版 社 が 多 い 。 そ の 一 方

で 、 従 業 員 数 が 千 名 を 超 え る 大 手 総 合 出 版 社 は 4 7 社

(同 1 . 1 ％ )あ る 。平 成 1 5 年 に お け る 売 上 額 上 位 ５ 社 の

市 場 占 有 率 は 2 2 . 1 ％ で あ っ た が 、こ れ ら 出 版 社 の 占 有

率 は 前 年 比 で 低 下 し て い る （ 出 版 年 鑑 編 集 部 編 『 2 0 0 5

年 版  出 版 年 鑑 』 出 版 ニ ュ ー ス 社 ）。 上 位 5 0 社 で み て

も 占 有 率 は 低 下 し て お り 、寡 占 化 の 動 き は み ら れ な い 。 

出 版 業 は 、 東 京 都 内 に 集 積 し て い る 。 東 京 都 の 1 6

年 に お け る 全 国 シ ェ ア は 事 業 所 数 で 5 6 . 8 ％ 、従 業 者 数

で は 6 6 . 2 ％ で あ る （ 総 務 省 『 事 業 所 統 計 調 査 報 告 』）。 

大 阪 の 特 徴  

大 阪 府 内 に お け る 1 6 年 の 事 業 所 数 は 3 8 6、従 業 者 数

は 5 , 6 3 5 人 で あ り 、そ れ ぞ れ 全 国 の 7 . 1％ 、 5 . 8％ を 占

め る （ 総 務 省 『 事 業 所 統 計 調 査 報 告 』）。 ３ 年 が そ れ ぞ

れ 9 . 2％ 、 7 . 4％ で あ っ た こ と か ら 、シ ェ ア の 低 下 が み

ら れ る 。 大 阪 府 内 に は 、 東 京 都 の よ う に 従 業 員 数 が 千

人 を 超 え る よ う な 大 手 出 版 社 が 存 在 し な い こ と か ら 事

業 所 数 と 比 べ て 従 業 者 数 の シ ェ ア は 低 い 。  

 大 阪 府 内 で は 、 大 阪 市 内 に ９ 割 近 く の 事 業 所 が 立 地

し て お り 、 特 に 、 北 区 、 中 央 区 、 西 区 と い う 都 心 部 に

集 中 し て い る 。 出 版 業 は 、 多 様 な 情 報 を 収 集 す る 必 要

が あ る 一 方 で 、 広 い 事 業 所 面 積 を 必 要 と す る も の で な

い こ と か ら 都 心 部 に 集 中 す る 傾 向 に あ る 。  

 大 阪 府 の 出 版 業 の 特 徴 は 、 書 籍 に つ い て は 、 教 科 書

や 学 習 参 考 書 な ど の 教 育 関 連 図 書 を 発 行 す る 出 版 社 と 、
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宗 教 や 学 術 関 連 な ど に 専 門 化 し た 小 規 模 な 出 版 社 が 多

い こ と で あ る 。  

 一 方 、 雑 誌 で は 、 ① 繊 維 ・ 衣 類 や 医 薬 品 な ど の 大 阪

に 集 積 す る 産 業 に 関 す る 業 界 雑 誌 、 ② 趣 味 や 生 活 情 報

な ど 地 域 に 密 着 し た 雑 誌 が 多 い こ と が 特 徴 で あ る 。  

販 売 は 全 国 的 に は 再 び 減 少 の 見 込 み  

 出 版 物（ 書 籍 及 び 雑 誌 ）の 販 売 額（ 実 売 総 金 額 ）は 、

８ 年 ま で 一 貫 し て 右 肩 上 が り の 成 長 を 遂 げ た 。し か し 、

９ 年 以 降 、 出 版 市 場 は 縮 小 の 時 代 を 迎 え る こ と と な っ

た 。 か つ て は 、 不 景 気 で も 余 暇 の 増 加 に 伴 い 出 版 物 の

購 入 が 増 え る と い う 側 面 が あ っ た が 、 現 在 で は 余 暇 の

使 い 方 が 多 様 化 し た こ と や 、 出 費 を 抑 え る 対 象 の 一 つ

に 出 版 物 が 位 置 づ け ら れ る よ う に な っ た こ と か ら 需 要

が 減 っ て い る と い わ れ る 。 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト や 携

帯 電 話 の 普 及 に 加 え 、 新 古 書 店 や マ ン ガ 喫 茶 等 の 二 次

流 通 市 場 が 拡 大 し て き た こ と も 大 き く 影 響 し て い る と

み ら れ る 。 さ ら に 、 雑 誌 の 事 業 収 益 の 中 で 大 き な ウ エ

イ ト を 占 め る 広 告 収 入 に つ い て も 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上

で の 広 告 な ど と の 競 合 に よ り 減 少 し て い る 面 が あ る 。  

 し か し 、 1 6 年 に は 、 出 版 物 の 販 売 額 は 、 ８ 年 ぶ り に

前 年 比 で 1 . 3％ 増 と プ ラ ス に 転 じ た 。 こ れ は 、 書 籍 に

お い て 文 芸 書 を 中 心 に ミ リ オ ン セ ラ ー が 続 出 し た こ と

に よ る も の で あ る 。  

 そ の 後 、1 7 年 １ ～ 1 1 月 期 の 販 売 額 は 1 . 9％ 減 と 再 び

マ イ ナ ス に 転 じ た（ 出 版 科 学 研 究 所 調 べ ）。書 籍 は 前 年

の 反 動 に 加 え 、 新 書 や 文 庫 な ど 低 価 格 商 品 以 外 の 販 売

は 減 少 し た た め で あ り 、 雑 誌 は 週 刊 誌 が 低 迷 し た こ と

に よ る 。 ま た 、 書 籍 ・ 雑 誌 と も に 返 品 増 加 が 目 立 っ た

と さ れ る 。  
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新 刊 は 増 加 、 新 刊 平 均 定 価 は 下 落  

 近 年 、 返 品 率 が 上 昇 し た が 、 こ れ は 、 出 版 社 が 販 売

の 低 迷 を 書 籍 の 新 刊 や 雑 誌 の 創 刊 で カ バ ー し よ う と す

る こ と が 要 因 と な っ て い る 。 委 託 販 売 制 の 下 で は 、 新

刊 書 を 取 次 に 納 品 す る こ と に よ っ て 、 そ の 一 定 割 合 が

出 版 社 に 仮 払 い さ れ る こ と か ら 一 時 的 に 資 金 繰 り を 楽

に す る か ら で あ る 。  

し か し 、 新 刊 点 数 の 増 加 は 出 版 物 の 短 命 化 を 加 速 さ

せ 、返 品 率 を 上 昇 さ せ る こ と に つ な が る 。 1 6 年 に お け

る 返 品 率 は 、書 籍 が 3 7 . 3 ％ 、雑 誌 が 3 2 . 6 ％ で あ り 、1 0

年 前 （ そ れ ぞ れ 3 3 . 6 ％ 、 2 4 . 0 ％ ） と 比 べ て 顕 著 に 上 昇

し て い る 。 新 刊 の 増 加 は 、 返 品 の 増 加 に つ な が り 、 中

長 期 的 に は 経 営 が 苦 し く な る と い う 構 図 に な っ て い る 。 

ま た 、 新 刊 書 籍 の 平 均 定 価 に つ い て も 、 1 3 年 以 降 、

下 落 傾 向 に あ り 、 販 売 額 の 減 少 要 因 と な っ て い る 。  

府 内 出 版 社 の 収 入 動 向 は ま だ ら 模 様  

書 籍 に つ い て は 、 ヒ ッ ト 作 の 有 無 に よ っ て 販 売 額 が

大 き く 変 動 す る と い う 面 が あ る が 、 大 阪 府 内 で は 、 宗

教 や 学 術 関 連 な ど に 専 門 化 し て い る 出 版 社 が 多 く 、 販

売 は 比 較 的 安 定 し て い る 。 ま た 、 学 習 参 考 書 は 、 文 部

科 学 省 に よ る 学 習 指 導 要 領 が 変 わ ら な い 期 間 は 需 要 が

底 堅 く 推 移 し 、 比 較 的 安 定 し た 収 入 を 確 保 で き る 。  

 雑 誌 の 広 告 収 入 に つ い て は 、 大 阪 で は 、 多 く の 大 企

業 の 本 社 機 能 が 東 京 に 移 転 し た 結 果 、 有 力 な 広 告 主 が

減 少 し た こ と に よ り 立 地 上 不 利 な 面 が あ る が 、 地 元 の

百 貨 店 な ど の 小 売 業 や 飲 食 店 な ど か ら の 広 告 を 確 保 し

て い る 。 最 近 の 景 況 回 復 を 反 映 し て 、 こ れ ら の 広 告 主

か ら の 広 告 収 入 は 堅 調 に 推 移 し て い る 。 た だ し 、 業 界

雑 誌 に つ い て は 、 業 界 の 景 況 に よ っ て 業 況 に 差 が み ら

れ る 。  
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再 版 に よ る 収 益 確 保 が 難 し く な り つ つ あ る  

書 籍 の 出 版 で は 、 通 常 、 初 版 か ら 利 益 を あ げ る こ と

は 難 し い 。 再 版 す る こ と に よ っ て 利 益 を あ げ 、 初 版 書

籍 の 赤 字 を 補 う と い う 構 図 に な っ て い る 。 し か し 、 新

刊 点 数 が 増 え る 一 方 で 、 書 籍 が 短 命 化 し て い る こ と か

ら 、 再 版 を 重 ね る ロ ン グ セ ラ ー が 減 っ て お り 、 安 定 し

た 収 益 確 保 が 難 し く な り つ つ あ る 。 こ う し た 中 、 出 版

社 の 一 部 に は 、他 業 態 の 企 業 の 傘 下 に 入 る こ と に よ り 、

経 営 を 安 定 化 さ せ る 動 き も み ら れ る 。  

従 業 員 数 は 横 ば い  

大 阪 で は 、 大 規 模 な 出 版 社 が 少 な い こ と か ら 定 期 的

な 採 用 を 行 う 所 は あ ま り み ら れ な い 。 従 業 員 は 欠 員 補

充 が 中 心 で あ り 、 従 業 員 数 は 概 ね 横 ば い で あ る 。  

景 気 回 復 を 反 映 し て 、 労 働 需 給 は 引 き 締 ま っ て い る

が 、 出 版 業 界 は 人 気 の あ る 職 種 で あ り 、 採 用 に も 困 難

は な い 。 あ る 出 版 社 で は 、 編 集 者 候 補 を 募 集 す る と 数

千 人 の 応 募 が あ っ た と い う 。  

各 企 業 の 取 組  

各 企 業 の 取 組 と し て は 、 近 年 、 増 加 し て い る 自 費 出

版 、オ ン デ マ ン ド 出 版 へ の 取 組 な ど が み ら れ る 。ま た 、

商 工 会 議 所 や 観 光 協 会 な ど に 働 き か け て 、 地 域 産 業 や

観 光 ス ポ ッ ト を 紹 介 す る 書 籍 の 出 版 に 取 り 組 ん だ り 、

書 店 以 外 の 流 通 ル ー ト の 開 拓 を 進 め た り す る な ど の 動

き が 活 発 化 し つ つ あ る 。  

課 題 と 今 後 の 展 望  

大 阪 で は 、 教 育 関 連 書 籍 や 業 界 雑 誌 が 多 い と い う 特

徴 が み ら れ る た め 、 子 供 の 数 の 減 少 や 地 域 産 業 の 低 迷

な ど に よ る 影 響 を 受 け や す い 。 ま た 、 参 考 書 で は 、 違

法 コ ピ ー に よ る 被 害 が 深 刻 で あ り 、 そ れ に 対 す る 対 応

も 必 要 と な っ て い る 。  
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 情 報 入 手 手 段 や 娯 楽 の 方 法 が 多 様 化 す る 中 で 、1 6 年

に 増 加 に 転 じ た 実 売 額 が 1 7 年 に は 再 び 減 少 に 転 じ る

と 見 込 ま れ 、今 後 の 需 要 見 通 し は 、厳 し い と み ら れ る 。  

 た だ し 、 出 版 業 の 市 場 集 中 度 は 必 ず し も 高 く な く 、

企 画 力 次 第 で は 、各 企 業 に 成 長 の 余 地 が 残 さ れ て い る 。

大 阪 は 、 歴 史 、 文 化 に 特 色 の あ る 地 域 で あ り 、 京 都 や

奈 良 と い っ た 近 隣 府 県 に お け る 歴 史 的 文 化 的 な 資 産 を

活 か し や す い 立 地 環 境 に あ る た め 、 大 阪 か ら 独 自 の 企

画 を 打 ち 出 す 可 能 性 を 秘 め て い る 。 大 阪 に 立 地 し て い

る 出 版 社 と い う 特 徴 を 活 か し た 企 画 を 心 掛 け る と と も

に 、 著 者 の 発 掘 ・ 育 成 を 行 い 、 大 阪 か ら 出 版 業 界 を 活

性 化 す る 動 き を 進 め て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

（ 町 田  光 弘 )  

書籍・雑誌の実売総金額の推移（全国）
（単位：十億円、％）

平成８年 1,100 4.7 1,598 2.8 2,698 3.6
９年 1,106 0.6 1,573 -1.6 2,679 -0.7
10年 1,061 -4.1 1,556 -1.0 2,617 -2.3
11年 1,042 -1.8 1,513 -2.8 2,555 -2.4
12年 1,015 -2.6 1,497 -1.0 2,512 -1.7
13年 1,003 -1.2 1,441 -3.7 2,444 -2.7

14年 1,012 0.9 1,425 -1.2 2,437 -0.3
15年 966 -4.5 1,352 -5.1 2,318 -4.9
16年 1,024 5.9 1,325 -2.0 2,348 1.3

資料：出版年鑑編集部編『出版年鑑』出版ニュース社。
（注）実売総金額の右欄は前年に対する伸び率。

書籍 雑誌 合計

 

 

書籍・雑誌発行の推移（全国）
（単位：点、円、万冊）

月刊誌 週刊誌
平成８年 60,462 2,941 154,421 302,560 218,733

９年 62,336 2,992 157,354 303,165 219,210
10年 63,023 2,905 151,532 299,830 217,128
11年 62,621 2,916 147,441 288,137 209,094

12年 65,065 2,963 141,986 282,374 205,330
13年 71,073 2,715 138,578 278,138 201,634
14年 74,259 2,673 137,331 271,463 196,392
15年 75,530 2,586 133,486 265,762 187,554
16年 77,031 2,582 137,891 261,510 179,114

資料：出版年鑑編集部編『出版年鑑』出版ニュース社。

書籍 雑誌
総発行部数

新刊点数
新刊平均
定価

総発行部
数

 


